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診
療
科
の
紹
介 

　

呼
吸
器
内
科
の
診
療
と
言
わ
れ
る
と
、
肺
炎
が
主

に
思
い
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
以
下
の
よ
う

に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

・��

呼
吸
器
感
染
症
（
細
菌
性
肺
炎
、
肺
結
核
、
非

結
核
性
抗
酸
菌
症
、
肺
真
菌
症
な
ど
）

・�

悪
性
疾
患
（
肺
が
ん
、
胸
膜
中
皮
腫
な
ど
）

・�

び
ま
ん
性
肺
疾
患
（
間
質
性
肺
炎
）

・�

閉
塞
性
肺
疾
患
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
）

・�

免
疫
･
ア
レ
ル
ギ
ー
の
疾
患（
気
管
支
喘
息
な
ど
）

・�

気
胸
（
肺
に
穴
が
空
い
て
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
病
気
）

・�

胸
膜
疾
患
（
胸
膜
炎
、
膿
胸
な
ど
）

・�

肺
循
環
障
害
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
）

　

最
近
で
は
さ
ら
に
、
呼
吸
器
感
染
症
の
う
ち
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
肺
炎
の
対
応
に
も

あ
た
っ
て
お
り
、
地
域
の
要
と
し
て
主
に
中
等
症
や

重
症
例
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
急
性
期
の
疾
患
か
ら
慢
性
期
の
疾

患
ま
で
幅
広
い
疾
患
に
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
当
院

で
は
県
内
で
も
数
少
な
い
結
核
病
棟
を
有
し
、
隔
離

が
必
要
な
肺
結
核
患
者
を
受
け
入
れ
、
治
療
を
行
っ

て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
特
に
気
胸
や
胸
膜
疾
患
で

胸
腔
ド
レ
ー
ン
の
挿
入
が
必
要
な
症
例
な
ど
、
当
院

で
処
置
を
要
す
る
症
例
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

　

主
に
は
当
地
域
（
木
更
津
市
・
君
津
市
・
富
津
市
・

袖
ケ
浦
市
）
の
医
療
機
関
よ
り
紹
介
を
い
た
だ
く
形

で
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
需
要

が
多
く
な
っ
て
い
る
事
情
か
ら
、
１
人
で
も
多
く
収

容
で
き
る
よ
う
、
地
域
連
携
も
兼
ね
て
当
院
で
の
治

療
が
落
ち
着
き
次
第
、
逆
紹
介
や
転
院
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
活
用

す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
に
も
医
療
連
携
に
理
解
お
よ

び
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

病
気
の
は
な
し　

～
「
肺
結
核
」
に
つ
い
て 
～ 

　

肺
結
核
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
あ
た
り
の
１
９
４
０

年
代
ま
で
は
、
死
者
最
多
で
猛
威
と
さ
れ
、
国
民
病

医
務
局 

呼
吸
器
内
科

診
療
科
の
紹
介
・
病
気
の
は
な
し

と
ま
で
言
わ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
肺

結
核
に
対
す
る
抗
生
物
質
の
進
歩
に
よ
り
発
症
お

よ
び
死
亡
者
数
は
著
明
に
減
少
し
、
発
症
数
も
人
口

10
万
人
あ
た
り
最
大
約
７
０
０
人
か
ら
、
２
０
２
２

年
時
点
で
約
８
人
ま
で
著
明
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
完
全
に
消
滅
し
た
病
気
と
は
言
え
ず
、
現

在
で
も
高
齢
者
で
罹
患
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
期
は
無
症
状
の
こ
と
が
多
い
う
え
、
進
行
す
る
と

咳
、
発
熱
、
倦
怠
感
、
息
切
れ
、
血
痰
な
ど
の
症
状

が
徐
々
に
出
て
き
ま
す
が
、
肺
結
核
は
特
徴
的
な
症

状
に
乏
し
く
、
診
断
さ
れ
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

感染者との
接触
↓

感染
体内に潜んでいるが、免疫力で抑え込まれ
ている状態
（検査）QFT 検査など

↓ 5～10％の割合で発病

発病 結核菌が活動し、体内で増殖している状態
（検査）レントゲン・CTなど

治療が必要

↓

排菌
咳や痰と共に結核菌が空気中に排菌してい
る状態
（検査）痰検査

隔離入院が
必要
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■�
診
断

　

表
の
よ
う
に
、
結
核
菌
に
感

染
し
て
か
ら
時
間
を
経
て
、
発

病
、
排
菌
と
経
過
し
ま
す
が
、

肺
結
核
と
診
断
さ
れ
た
方
全
員

が
入
院
と
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
指
定
感
染
症
法
に
基
づ
き

排
菌
し
て
い
る
方
が
入
院
で
の

加
療
と
な
り
ま
す
。

■�

治
療

　

基
本
は
抗
生
物
質
を
複
数
種

類
ま
と
め
て
内
服
し
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
注
射
の
併
用
も

行
い
ま
す
。
毎
日
欠
か
さ
ず
飲

み
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
保
健
所
と
連
携
し
て
定
期
的
に
服
薬

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
治
療
期
間
に
は
個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、
お
よ
そ
６
ヶ
月
か
ら
１
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
千
葉
県
内
で
も
数
少
な
い
結
核
病
棟
を
有
し
、
隔
離
入
院

で
の
加
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
隔
離
が
必
要
で
な
い
肺
結
核
の
方
の

診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
早
期
に
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、
大
き
な
後

遺
症
を
残
さ
ず
治
癒
も
目
指
せ
る
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
近
隣
の
医
療

機
関
、
保
健
所
と
も
連
携
し
て
、
早
期
発
見
・
早
期
診
療
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

�

（
呼
吸
器
内
科　

小
柳
）

　

８
階
西
病
棟
は
、
脳
神
経
外
科
・
脳
神
経
内
科
・
眼
科
・
内

科
で
構
成
さ
れ
る
49
床
の
混
合
病
棟
で
す
。

　

病
棟
ス
タ
ッ
フ
は
、
看
護
師
37
名
・
看
護
補
助
者
３
名
・
ク

ラ
ー
ク
１
名
・
夜
間
専
従
看
護
補
助
者
２
名
で
、「
患
者
家
族

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
患
者
の
満
足
度
向
上
を
図
る
」

と
い
う
病
棟
目
標
を
も
と
に
、
日
々
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

眼
科
の
入
院
は
白
内
障
の
方
が
多
く
、
当
院
で
は
外
来
手

術
も
あ
り
ま
す
が
、
一
泊
二
日
の
入
院
に
な
る
方
も
い
ま
す
。「
う
っ
す
ら
霞
が
か
か
っ
て
い
た
の
が
な

く
な
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
」
と
喜
ば
れ
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
他
に
は
緑
内
障
や
網
膜
剥
離
等

の
治
療
で
、
約
１
週
間
の
入
院
、
入
院
中
は
う
つ
伏
せ
の
生
活
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

脳
、
脊
髄
、
末
梢
神
経
、
脊
椎
、
脳
血
管
系
な
ど
の
障
害
に
関
し
て
外
科
的
治
療
を
行
う
の
が

脳
神
経
外
科
、
内
科
的
な
治
療
を
行
う
の
が
脳
神
経
内
科
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
の
脳
神
経
外
科
は
、
脳
卒
中
・
脳
腫
瘍
や
外
傷
性
疾
患
、
脳
神
経
内
科
は
、
脳
卒
中
や

髄
膜
炎
、
神
経
難
病
の
方
が
多
く
入
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
緊
急
入
院
さ
れ
後
遺
症
が
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
失
語
や
、
思
う
よ
う
に
動
け
な
い

四
肢
麻
痺
な
ど
で
す
。
不
自
由
な
こ
と
も
多
く
、
思
い
を
汲
み
な
が
ら
看
護
師
は
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
ご
家
族
の
負
担
も
様
々
と
な
り
ま
す
。
少
し
で

も
早
く
退
院
で
き
る
よ
う
、
多
職
種
で
週
１
回
退
院
支
援
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
継
続
し
た
リ
ハ

ビ
リ
が
必
要
な
の
か
、
自
宅
に
退
院
で
き
る
の
か
、
施
設
入
所
が
必
要
か
な
ど
、
患
者
さ
ん
の
状
態

に
合
わ
せ
た
退
院
先
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
、
安
心
し
て
入

院
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
日
々
研
鑽
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
８
階
西
病
棟　

髙
﨑
）

看
護
局 

８
階
西
病
棟

病
棟
の
ご
紹
介

結核菌の写真（ピンク色に染まっている箇所が結核菌）結核菌の写真（ピンク色に染まっている箇所が結核菌）
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感
染
対
策
に
対
す
る
基
本
姿
勢

　

院
内
感
染
は
元
々
の
治
療
を
目
的
と
し
た
病
気
と
は
別
に
、
新
た
に
院
内
で
感
染
し

た
感
染
症
で
す
。

　

ま
た
院
内
だ
け
で
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の
新
興
感
染
症
の
脅
威
も
あ
り
、
感
染

対
策
は
院
内
外
の
両
面
か
ら
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当
院
で
は
職
員
を

含
め
、
病
院
に
出
入
り
す
る
全
て
の
人
を
感
染
か
ら
守
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
、
感

染
管
理
体
制
の
構
築
と
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

感
染
対
策
に
関
す
る
体
制

　

院
内
感
染
対
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
感
染
予
防
対
策
に
関
す
る
事
項
を
審
議
、
決

定
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
病
院
長
を
は
じ
め
と
し
て
副
院
長
、
局
長
な
ど
の
幹
部
職
員

と
I
C
T
/
A
S
T
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
以
外
に
も
新
生
児
セ
ン

タ
ー
長
や
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
、
外
科
、
小
児
科
な
ど
の
医
師
、
看
護
師
長
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
職
員
が
登
録
さ
れ
、
病
院
全
体
で
取
り
組
む
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
は
地
域
の
様
々
な
施
設
か
ら
転
院
、
紹
介
な
ど
で
患
者
さ
ん
が
出
入
り
し
ま

す
。
こ
の
た
め
院
内
の
対
策
だ
け
で
は
不
十
分
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域
で
感
染

対
策
に
取
り
組
む
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
玄
々
堂
君
津
病
院
、
三
枝

病
院
、
ア
ク
ア
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
大
佐
和
分
院
と
連
携
し
、
定
期
的
に
各

施
設
の
感
染
症
に
関
す
る
情
報
共
有
と
対
策
を
検
討
す
る
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
君
津
保
健
所
や
君
津
木
更
津
医
師
会
も
参
加
し
、

病
院
や
診
療
所
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
感
染
対
策
に
取
り
組
む
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

�

（
感
染
制
御
チ
ー
ム　

堀
井
）

感
染
制
御
チ
ー
ム
（
I
C
T
）

　ICT は Infection　Control　Team（感染制御チーム）の略、AST は Antimicrobial　
Stewardship　Team（抗菌薬適正使用支援チーム）の略です。�ICT と AST は同じメ
ンバーで構成され、感染制御医師を中心として感染管理認定看護師、感染制御認定
臨床微生物検査技師、抗菌化学療法認定薬剤師、事務職員からなる専門家チームで
あり、病院長直轄の実働部隊として設置されています。
　AST という言葉は一般の方には耳慣れないかもしれません。近年は抗菌薬（抗生
物質）の不適切な使用により、薬の効きにくい耐性菌が増加し、大きな社会問題に
なっています。国は抗菌薬を適正に使用することで耐性菌の増加を防ごうと取り組
んでおり、AST はその最前線で活動しています。

ICT／ AST の紹介
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ゲ
ノ
ム
と
は

　

私
た
ち
の
体
は
、
約
37
兆
個
も
の
細
胞
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
細
胞
の
中
に
は
「
核
」
と
呼
ば
れ
る
大

切
な
部
分
が
あ
り
、そ
の
中
に
遺
伝
子
を
乗
せ
た「
染

色
体
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
と
は
、
染
色
体

に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
遺
伝
子
と
遺
伝
情
報
の
こ
と

で
す
。

　

染
色
体
を
構
成
す
る
重
要
な
成
分
が
「
D
N
A
」

で
、
D
N
A
は
４
種
類
の
「
塩
基
」
と
呼
ば
れ
る

分
子
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
列
に
並
ん
で
で
き
て
い
る
長

い
分
子
で
す
。
こ
の
４
種
類
の
塩
基
の
並
び
（「
配

列
」
と
い
い
ま
す
）
が
、
単
語
や
文
章
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
た
意
味
を
も
っ
て
い
て
、
私
た
ち
の
「
遺
伝

子
」
の
情
報
（
遺
伝
情
報
）
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
ゲ
ノ
ム
の
変
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す

　

が
ん
は
、
ゲ
ノ
ム
の
変
化
に
伴
っ
て
塩
基
配
列
の

違
い
な
ど
が
生
じ
、
遺
伝
子
が
正
常
に
機
能
し
な
く

な
っ
た
結
果
、
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は
、
喫
煙
や
生
活
習
慣
、
加
齢

な
ど
が
原
因
と
な
り
、正
常
な
細
胞
内
の
特
定
の「
体

細
胞
」
の
遺
伝
子
が
後
天
的
に
変
化
（
変
異
）
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
が
ん
細
胞
が
発
生
し
ま
す
。
が
ん

が
進
行
し
て
い
く
際
に
は
、
が
ん
細
胞
に
お
い
て
の

み
生
じ
た
こ
の
遺
伝
子
変
異
が
、
進
行
・
増
殖
の
も

と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
が

ん
細
胞
に
だ
け
起
き
た
遺
伝
子
変
異
は
、
次
の
世
代

に
遺
伝
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
が
ん
細
胞
以
外
の
、
全
身
の
正
常
細
胞

に
含
ま
れ
て
い
る
遺
伝
子
に
、
生
ま
れ
つ
き
存
在
す

る
変
異
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
発
病
す
る
が
ん
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
が
ん
全
体
の
５
％
程
度
と
い

わ
れ
る
遺
伝
性
腫
瘍
（
家
族
性
腫
瘍
）
と

呼
ば
れ
ま
す
。
精
子
や
卵
子
の
生
殖
細
胞

の
遺
伝
子
に
も
存
在
す
る
変
異
な
の
で
、

親
か
ら
子
へ
遺
伝
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は

　
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」
で
は
、
主
に
が

ん
の
組
織
を
使
っ
て
多
数
の
遺
伝
子
を
同

時
に
調
べ
る
「
が
ん
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検

査
（
が
ん
ゲ
ノ
ム
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
検

査
）」
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の
遺
伝
子

の
変
化
や
生
ま
れ
持
っ
た
遺
伝
子
の
違
い

（
遺
伝
子
変
異
）
を
解
析
し
、
が
ん
の
性

質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
や
、
体
質
や
病

状
に
合
わ
せ
た
治
療
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
全
国
に
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠

点
病
院
や
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
拠
点
病
院
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
が
指
定
さ
れ

て
お
り
、
全
国
ど
こ
で
も
が
ん
ゲ
ノ
ム
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

君
津
中
央
病
院
も
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
連

携
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
腫
瘍
内
科　

嬉
野
）

第４回

がん診療

連携拠点病院委員会

よやも 話ま
がん診療

がん相談支援センター　＊2階�患者総合支援センターが窓口となります
TEL：0438-36-1071　【相談時間】8：30 ～ 17：15（土日祝祭日は除く）

お問い合わせ先

出典：�国立研究開発法人国立がん研究センター�

がん情報サービス

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
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●
事
務
員
の
つ
ぶ
や
き

　

８
月
１
日
に
第
６
回
地
域
緩
和
ケ
ア
連
携
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
が
ん
患
者
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
従

事
者
の
方
と
医
療
提
供
体
制
や
社
会
的
支
援
、
緩
和

ケ
ア
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
役
割
分
担
や
支
援

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
す
。
令
和
３
年
度
か

ら
開
催
し
て
お
り
、
第
６
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
人
数
１
０
０
名
超
と
い
う
大
盛
況

の
中
、
在
宅
診
療
お
う
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
重
山

勇
先
生
に
、「
地
域
緩
和
ケ
ア
移
行
後
の
多
職
種
連

携
を
考
え
る
」
と
い
う
演
題
で
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
参
加
の
皆
さ
ま
と
、
当
地
域
で

ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
協
議

し
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ま

の
熱
き
思
い
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時

に
、次
回
に
向
け
て
の
改
善
点
も
抽
出
で
き
ま
し
た
。

がん患者さんやご家族が病気の悩みや体験などを語り合うサロンを開催しています。
◎利用された方の感想です。

「診断直後に、参加しました。日常の生活ではがん治療によってできた不安を共有する場がありませんで
したが、サロンで自分と同じ立場の方々と話し、一人じゃないと思えました。」

「こころの持ち方を話し合うことができ、十人十色で勉強になりました。」

日 時 令和 6 年 12 月 20 日（金）、1 月 17 日（金）、2 月 21 日（金）
毎月第 3 週金曜日　14 時 30 分から 16 時まで

場 所 ４階 講堂１※予約は必要ありません。費用無料です。
お問合わせ先 電話 0438-36-1071（代） 　担当：ソーシャルワーカー 保坂 まで

がんサロン開催のお知らせ

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

私
は
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
と
し

て
、
本
会
議
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
こ

と
を
通
じ
、
地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
喜

び
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
患
者
さ
ん
が
、
ご

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
当
地
域
の
医
療
従
事
者
の
方
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
し
、
今
後
も
、
本
会

議
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

vol.2
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君
津
中
央
病
院
附
属
看
護
学
校
は
、
地
域
で
活
躍
す
る

看
護
師
を
養
成
す
る
３
年
制
の
看
護
専
門
学
校
で
、
毎
年

60
名
の
新
入
生
が
入
学
し
、
看
護
師
国
家
試
験
合
格
を
目

指
し
て
日
々
学
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
毎
年
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

受
験
生
や
保
護
者
へ
向
け
て
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放

し
、
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
雰
囲
気
を
感

じ
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
今
年
は
８
月
１
日
・
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

開
催
し
、
ご
家
族
を
含
め
て
２
１
４
名
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
本
校
の
魅
力
を
伝
え
る

べ
く
多
く
の
学
生
が
主
体
的
に
参
加
し
、
学
校
説
明
会
、

学
生
交
流
会
の
他
、
妊
婦
体
験
・
沐
浴
体
験
、
血
圧
測
定

体
験
、
演
習
モ
デ
ル
に
触
れ
て
み
よ
う
等
の
体
験
型
の
イ

ベ
ン
ト
を
数
多
く
準
備
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　

今
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
参
加
し
た
方
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
学
生
さ
ん
と
話
し
や
す
く
、
良
い
雰
囲

気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。」、「
学
生
の
方
が
い
き
い
き
と

学
生
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
。」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
受
験
生
や
入
学

生
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て
実
際
に

学
生
や
校
内
の
様
子
を
見
て
、
入
学
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
描

く
こ
と
が
で
き
た
の
で
本
校
へ
の
進
学
希
望
を
決
め
た
と

の
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
来
年
の
夏
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
個
別
の
学
校
見
学
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
看
護
を
学
ぶ
こ
と
に
興
味
が
あ
る

方
、
進
路
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
是
非
と
も
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
し
た

君
津
中
央
病
院
附
属
看
護
学
校

君津中央病院附属看護学校事務係
電話： 0438-53-8767（平日8時30分～17時00分）

お問い合わせ先

〈情報公開制度の実施状況の公表〉令和 5 年度 企業団が保有する行政文書の開示等の実施状況

開示請求 開示決定 部分開示決定 不開示決定

1件 0件 1 件 0件

〈個人情報保護制度の運用状況の公表〉令和 5 年度 企業団が保有する個人情報の開示等の実施状況

開示請求 開示決定 部分開示決定 不開示決定

114 件 114 件 0件 0件
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　去る 8月 20日（火）に、医療専門職を目指す高校生を対象に見学会を開催しました。
夏休み中ということもあり、近隣の高校生 17 名が参加してくださいました。
　進路選択において参考になったとのお声を多
数頂いており、今後もこのような機会を設けて
いきたいと思っております。
　また、就職希望者向けの見学は、随時受け付
けておりますので、ご興味のある方はホーム
ページの【医療技術職用病院見学申込フォーム】
からお申込みください。

医療技術局 高校生見学会を行いました高校生見学会を行いました

より良い医療を受けることができる

過去のお薬情報や健康診断の結果を見られるようになるため、身体の状態や他の病気を推測し
て治療に役立てることができます。
また、お薬の飲み合わせや分量を調整してもらうこともできます。事故や災害時にも、お薬情報
が共有されて安心です。

手続きなしで高額医療の限度額を超える支払を免除

！ マイナンバーカードを保険証として利用する（マイナ保険証）

ための登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。

■申請方法は選択可能です

① オンライン申請

パソコン・スマートフォンから

② 郵便による申請

③ まちなかの

証明写真機からの申請

マイナンバーカードを申請

■利用登録の方法

① 医療機関・薬局の受付

（カードリーダー）で行う

② 「マイナポータル」から行う

③ セブン銀行 から行う

マイナンバーカードを
保険証として登録

マイナンバーカード
の保険証利用につい
てもっと知りたい方
はこちら

マイナンバーカードを使うメリット

⚫ 本年 月 日の時点でお手元にある有効な保険証は、 月２日以降、

最長１年間（来年 月１日まで）使用可能です。

⚫ 本年 月２日以降、マイナ保険証を保有していない方には、お手元にある

保険証が使えなくなる前に、申請いただくことなく「資格確認書」が交付され、

引き続き、医療機関・薬局等を受診することができます。

⚫ マイナ保険証をお使いの場合は、マイナンバーカードの券面にある電子証明書

の有効期限をご確認の上、期限切れにご注意下さい。

※券面に記載がない場合は、発行から５回目の誕生日までです。

マイナポータルでも確認できます。

限度額適用認定証等がなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。

大切なお知らせ

より良い医療を受けることができる

過去のお薬情報や健康診断の結果を見られるようになるため、身体の状態や他の病気を推測し
て治療に役立てることができます。
また、お薬の飲み合わせや分量を調整してもらうこともできます。事故や災害時にも、お薬情報
が共有されて安心です。

手続きなしで高額医療の限度額を超える支払を免除

！ マイナンバーカードを保険証として利用する（マイナ保険証）

ための登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。

■申請方法は選択可能です

① オンライン申請

パソコン・スマートフォンから

② 郵便による申請

③ まちなかの

証明写真機からの申請

マイナンバーカードを申請

■利用登録の方法

① 医療機関・薬局の受付

（カードリーダー）で行う

② 「マイナポータル」から行う

③ セブン銀行 から行う

マイナンバーカードを
保険証として登録

マイナンバーカード
の保険証利用につい
てもっと知りたい方
はこちら

マイナンバーカードを使うメリット

⚫ 本年 月 日の時点でお手元にある有効な保険証は、 月２日以降、

最長１年間（来年 月１日まで）使用可能です。

⚫ 本年 月２日以降、マイナ保険証を保有していない方には、お手元にある

保険証が使えなくなる前に、申請いただくことなく「資格確認書」が交付され、

引き続き、医療機関・薬局等を受診することができます。

⚫ マイナ保険証をお使いの場合は、マイナンバーカードの券面にある電子証明書

の有効期限をご確認の上、期限切れにご注意下さい。

※券面に記載がない場合は、発行から５回目の誕生日までです。

マイナポータルでも確認できます。

限度額適用認定証等がなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。

大切なお知らせ

予防接種について

　大佐和分院では、各種予防接種（小
児・高齢者肺炎球菌、帯状疱疹、ＨＰＶ、
新型コロナワクチンなど）を実施して
おります。

　各種予防接種を希望される方は、事
前にお問い合わせください。

大佐和分院
電話：0439-65-1251

人間ドックのお知らせ

　病気の早期発見及び健康の維持増進
を目指し、自身の健康状態を把握する
ことができる人間ドックをこの機会に
受診されますようご案内いたします。

実施している曜日　
：　毎週水曜日と金曜日（予約制）

申込方法
：　�大佐和分院へ電話（0439-65-1251）
または直接ご来院のうえ、お申
込みください。

　基本検査項目、オプション検査及び
費用の詳細については、お問い合わせ
ください。

大佐和分院からのお知らせ
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